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公民館は、みなさんの自由な学びの場です

健康福祉の集い

まちづくり講演会
「こどものための地域づくり」開催

　１月21日（日）苗木交流センターで「第２回健康・福祉のつどい」が開
催されました。このつどいは、苗木地域の皆さんの健康と福祉を考え、苗
木地区社協と瀬戸の里地域包括支援センター、苗木まち協（生きがい助
け合い部会）の３者共催で開催されました。
　くりの木薬局さんと保健師さんによる測定コーナーは大人気で、血管
年齢や骨の健康度、血圧測定を行いました。（写真①）
　手話体験では初めて手話を体験した方が、思ったより難しくなかった
と話されていました。（写真②）
　思い出缶バッジ作りでは、お孫さんの写真が載った年賀状を持参して
缶バッジにしてほしいという方がみえました。（写真③）
　社協のレク道具を体験いただくコーナーでは、ラダーゲッター、スカッ
トボールが人気で、白熱した勝負が繰り広げられていました。（写真④）
　今年で二回目でしたが、来年度以降も継続して開催していきたいと思
います。

　２月 10 日（土）苗木交流センターホールで、「こども
のための地域づくり」と題して、まち協・苗木地区社協共
催の講演会が開催されました。
　講師は、東京大学先端科学技術研究センター特任教授で、
社会活動家の湯浅誠先生。先生は、子ども食堂を通じたま
ちづくり活動を全国的に取り組まれておられます。
　お話は、子どもたちが生き生きと活動できる場（あそび
も含めて）がどんどんなくなっている現在、居場所を作る
ことがいかに大切か、またそれは子どもだけでなく大人に
とっても大切なことだということをわかりやすく、面白く
語っていただきました。居場所はたくさんあったほうが幸
せになれる。子どもからお年寄りまでがほっとでき、のび
のびできる居場所が大切だと強調されました。
　会場は約 160名の参加者で一杯でした。
　この日のお話を力に、各団体・グループで改めてまちづ
くりに取り組んでいけたらと思いました。

俳句にチャレンジ！
みんなの俳句を募集します

　ほっとしょくらぶでは、苗木文化交流ま
つりコラボ企画として、「俳句にチャレン
ジ！」を開催しています。
　あなたの詠んだ俳句を、交流センター玄
関に置いてある俳句ポストに入れてくださ
い。投稿作品は、順次交流センターだより
で紹介してまいります。
　日常の、ちょっとした面白いこと、感動
したこと、楽しいこと……気軽にポストに
投函してください。
　期間は、２月末日まで。よろしくお願い
します。
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３月～４月の行事予定
日にち

3月 11日（月）
3月 22日（金）
4月 25日（木）

青少年健全育成推進市民会議苗木支部　支部会議
苗木体育協会総会
苗木まち協総会

交流センター
交流センター
交流センター

青少年関係者
体協関係者
まち協関係者

行事内容 会 場
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公民館は、サークル活動の拠点です

苗木交流センターだより３月
　　　

　市内坂本地区在住の柴田正敏様から、写真の組木パ
ズルを寄付していただきました。
　パズルは全部で６種類。木枠のなかにいろんな形の
木片を組み合わせて納めるパズルや組木（木片をうま
く組み合わせて立体的に組み上げるもの）のパズルの
合わせて６種類です。
　子どもたちからお年寄りの方まで幅広い皆さんに楽
しんでいただけると思います。本当にありがとうござ
いました。

シリーズ 39苗木城を歩く　　　　
北の門から太鼓櫓
　風吹門跡前を左に曲がり大矢倉の石垣を見ながら進むと、北の門跡と池が
ある。北の門は、天守の北側にある門で、北の門の名が付く。門番はおらず、夏
も猛暑のときでもどこからともなく冷たい風が吹いてきて大変涼しく暑さを忘れ
るという。その左手には池があり、昔から水が枯れたことがないといわれている。
昔は5月中旬になるとヒキガエルが沢山出てきて、卵を産むと伝えられてきた。
池が整備されてからはヒキガエルの姿もほとんど見かけなくなってしまった。

たいこやぐら

公民館に組木パズルをいただきました
　苗木地区在住の方から水墨画一点を寄付していただ
きました。
　作品は、市内駒場在住の画家山口広峰氏の作（写真）
です。
　山口氏は、公民館の水墨画講座の講師の傍ら日本南
画院などに作品を出品され、数多くの賞を受けられて
います。
　寄付いただいた作品は
交流センターにて展示さ
せていただきます。皆さ
んもぜひ一度ご覧くださ
い。

水墨画を寄付していただきました

　2月４日（日）に苗木体協主催による親子スケート体
験を恵那スケート場で行いました。朝のうち、雨が降っ
ていたので心配しましたが集合時間には青空が見えて
予定通り出来ました。
　６家族21名の参加でした。当日は東海テレビが取材
に来るなどスケート場は賑わっていました。そんな中、
苗木地域の親子で仲良く滑る心あたたまる姿がありま
した。子ども達の上達ぶりを見ると、体験することの大
切さを感じました。　
　

親子仲良く滑ったスケート体験
　青少年健全育成推進市民会議苗木支部では、心豊か
な子どもの育成を目的に劇団さくらんぼの人形劇公演
「こぎつねコンとこだぬきポン」を苗木地域の幼稚園・
保育園年長児、苗木小１，２年生を対象に開催しました。
　インフルエンザが心配な時期ではありましたが、苗
木地区のちびっ子たちが保護者の方と元気に参加して
くれました。
　劇は、仲の悪かったキツネ親子とタヌキ親子が、子ど
もたちをきっかけに仲良く暮らしていくという話です。
　参加した子どもたちは、
何がでてくるかワクワク
しながら楽しんでくれま
した。劇団さくらんぼの
みなさん、ありがとうご
ざいました。

劇団さくらんぼ公演開催

北の門小池から秋美しい大矢倉、
天守を望む景色

苗木城下絵図 北の門絵図
寛政 12（1800）年

太鼓櫓で打ち鳴らされた太鼓 北の門付近の苗木城模型


